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国際的視野を広げF 自己発信力を育むことを自指した
園際教育の取り組み
一平成27年度の活動報告を事例に一
松田幸裕
1 .本校の国際教育の特徴
国際的視野で物事を捉えようとする姿勢と，積極的に自己発信しようとする意欲のある児童生徒
の育成を自標に掲げ，国際教育の実践を全校で
本校の国際教育は これまで国際交流協定を締結している韓国.セロム学校との交流を中J心心に取
り組んできたO 韓国に児童生徒の代表が赴き，セロム学校の児童生徒との交流活動や公共交通機関
の利用体験などを通じ韓国社会の様子やバリアフリ一環境異文化を体験してきたD 帰国した代
表児童生徒は代々自己の体験を報告し，国際交流体験は広く校内で共有されてきた。近年は，外国
人研修生や留学生と交流する機会も充実し，児童生徒の挨拶や交流活動時の物怖じしない様子に，
冨際教育の取り組みが徐々に浸透し，当校が掲げる目標の実現に着実に向かっている手応えを感じ
取ることができる。
2015年は，さらに韓国で取り組みが盛んな eスポーツの国際大会への参加，台湾との体験交流を
新たに実施することができ，海外を広く知る環境を準備することができた。
2020年に行われる東京オリンピック・パラリンピックが徐々に児童生徒に意識され始めており，
外国人に積極的に接し コミュニケーションカを高めようとする気運が高まりつつある。
2.活動報告
(1 )韓冨・世界障害学生eスポーツ大会
平成27年度の韓国交流は ソウノレ市で開催された「世界障害学生 eスポーツ大会(以下， eス
ポーツ)Jに参加し eスポーツを通じて韓国の肢体不自由生徒及び台湾の肢体不自由生徒と交流し
た。
期日:平成27年9月6S'""9日
会場 :THE K ソウルホテル
参加者:児童生徒6名
{小学部6年2名(男子 1名，女子 1名)，中学部 1年男子2名・ 2年女子 l名，高等部男子
1名}
[引率教員4名(校長，教員3名)] 
この大会は， I特殊教育対象学生の情報化能力の伸長を通した情報格差の解消，情報化時代に合
う対象学生の健全な余暇生活の開発を通した生活の質向上J等を目的に，韓国の毘立特殊教育i涜・
コンテンツ振興院・ネットマーブノレゲームズ(株)が主催したオンラインスポーツの大会である。
韓国国内で関かれてきた全国特殊教育情報化大会・全国障害学生 eスポーツ大会を基に，今回は「国
際障害認識の改善および国際障害教育の親善交流の拡大および障害学生間のオンラインコミュニ
ティ増大，招請国間の障害特殊教育情報と福祉文化交流および友好増進」を臣的に国際大会を加え，
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日本と台湾の障害学生チームが招聴されることになった。日本からは，肢体不自由生徒の代表とし
て本校が招待され，知的障害生徒の代表として大分大学教育福祉科学部附属特定IJ支援学校が招待さ
れた。
本大会は，パソコンを使用して対戦するオンラインスポーツが4種呂あり，本校が出場したのは
校体不自由者を対象とする唯一の種目「マグマグJ(野球ゲーム)であった。 1チーム 3人編成で
本校からは2チームが出場し，韓国と台湾の 3か国による対-戦となった。
「マグマグj 自体は行程最終日の半日の中で行われ，それまでは2日自に科学館で、の体験を含む
ソウル市内観光， 3日自に大会会場で、の練習や催し物見学，ラジオ公開放送の音楽生ライブ鑑賞が
あった。 2日目の夕食時には，セロム学校の先生方も同席して今後の交流についても気軽に話すこ
とができた。 3日目には，大会会場内でセロムの生徒と出会い， Iマグマグj のマスコットキャラ
クターたちと記念写真を撮ることもできた。全自程を通して，常に地元の学生ボランティアの方が
付き添ってくださり，この大会の規模の大きさを実感するとともに，児童生徒はジェスチャーを交
えて懸命にコミュニケーションを図ろうとしていた。
写真 1 セロム学校の生徒と 写真2 rマグマグJマスコットと
そして，大会当日は「マグマグj以外の種目も行われており，会場は多くの参加者で溢れていた。
訪問前に全く練習することができなかったにもかかわらず，前日の練習だけですぐにゲームにJ慣れ
たようで，順応力の高さを見せていた口わずか半日で、はあったが， 1チームあたり 4試合も行うこ
とができ，試合後にはインタビ、ューを受ける生徒もいたり，表彰式では，第3位となったチームが
大々的な表彰式の壇上で誇らしげに喜ぶ姿があったり，国際大会としづ大舞台の雰囲気を存分に味
わうことができた。
以上のように，韓国で盛んに行われている eスポーツに初めて参加し， eスポーツを通じて韓国・
台湾の学生と交流することができた。日本にも同じようなゲームが存在し，ノ¥ングノレ語は読めなく
てもルールを覚え，すぐに順応して対戦することができた。言語の壁を越えて，障害の有無に関わ
らず交流を実現できる eスポーツの魅力を体験することができた。その反面，大会日程の過密さも
あって，学生同士が直接交流する場がそれほど多くなかった点が残念でならない。 eスポーツをき
っかけに，やはり学生同士が交流することで，参加国間の友好は深まっていくように感じられた。
初めての国際大会ということで開催された意義は十分にあったと思うが，学生同士が直接交流でき
る場の設定を，次期大会には望みたい。そのためには，本校生徒もコミュニケーション力を高め，
積極的に触れ合う気構えで参加する準備を今の段階からしておく必要があるだろう。
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写真3 rマグマグJの様子 写真4 表彰式の様子
(2)台湾・国立和美実験学校訪問
平成26年に，台湾の台北市・台中市にある特別支援教育関係機関を複数訪問し，台湾の特別支
援教育事情を視察すると共に，併せて台湾交流の実現の可能性について検討した。その結果，彰化
県にある国立和美実験学校が本校の事情と比較的近く，生徒同士の交流が可能であると判断された
ため，平成27年 11月に代表生徒を派遣し，国際交流協定締結について相談することを目的に同
校を訪問した。
期 日:平成27年 11 月 3 自 ~5 日(和美実験学校訪問は 4 日)
参加者:生徒2名{高等部2年男子，高等部1年女子}
教員4名[副校長，教員 3名}
和美実験学校は，特教部と高中部の 2種類から成り立ち，学級数43，生徒数約 750名の大規
模校である。特教部は，障害のある児童生徒が対象で肢体不自由児が大半であり，幼稚部・小学部・
中学部・高職部から成る。高中部は，高等部普通科と
体育科に分かれており 2005年に統合教育を推進する
上で増設された。これは，統合教育を推進するためで
もあり，高中部の生徒が特教部の児童生徒の食事介助
や移動介助を行うそうである。また，高中部にも肢体
不自由のある生徒が通っており，自然と生徒同士で助
け合う姿勢が身についているという。
このような学校説明を受け，校内を見学した後に生
徒交流の場が設けられ，体育の授業に参加した。写真 写真5 パラシュート体験
5のように，大きなパラシュートを皆で、つかみ上下に動かしたり，その広げたパラシュートの上に
バレーボールを乗せて転がしたりした。球技のような複雑なルーノレもなく，簡単に取り組める内容
である一方で，動かすタイミングを合わせることや一人一人が大きく体を動かすことなど見た呂以
上に難しい点があり，皆でお互いの動きやボールに合せてパラシュートを操作することで，言葉の
壁を越えた一体感を味わうことができた。授業後はお土産を交換し初めての生徒同士の交流が和
やかに終わった。
その後は，本校生徒も同席する中で次年度に向けての話し合いが行われた。本校高iJ校長が学校を
紹介し，次年度の国際交流協定の締結を提案すると，和美実験学校の校長から快諾を得て，本訪問
の当初の目的を果たすことができたD
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和美実験学校訪問以外に，今回の台湾訪問では地元
の生活にふれることができ，異文化体験としても十分
な意義があった。ここからは，生徒の感想に触れなが
ら報告を進めていく。まずは，公共交通機関の利用で
ある。和美実験学校は彰化県に位置しているのに対し，
空港は台北市にあるため移動距離はとても長かった
こともあり，タクシー・新幹線・地下鉄・パスとほぼ
全ての公共交通機関を利用することができた。
そこで自にした驚きの光景は，写真6のようにパス
のスロープが自動で降りてきたことである口
写真6 パスの自動スロープ
他にも，生徒はバリアフリ一面の違いに注目しており，パスに車いすスペースや優先席などが，日
本よりも多い印象を持ち，取り入れてほしいと強く感じたようである。
次に食事である。ホテルでの戟食以外は全て地元の食堂やフードコートで食事をとった。また，
和美実験学校では，台湾ならではと感じるボリュームのある弁当やスープ， ドリンクを口にした。
この時，生徒の 1人は「残したら失礼だからj と残さず食べようとしたのが印象的で， 日本人の食
事に対する文化のようなものに気づく一場面となった。また，台湾の人々の生活についてもいくつ
か気づいたことがあった。 1つは，交通量の多さである。車が多いことに加え，バイクの量が日本
とは比較にならないほど多かったことが，どの時間でもどの場所でも目の当たりにした光景であっ
た。同行した通訳によると，台湾では人口の半分の数がバイクの台数に相当するという。生徒はそ
の話に驚くとともに，信号待ちでずらりと並んだ、バイクが，青信号になって自の前を次々と通り過
ぎていく様子に怖さも覚えたようであった。
もう 1つは，生活というより人々の雰囲気で，次のような感想、を持った。
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-あいさつをしたり話しかけた特に、とても優しい笑顔で答えてくださる人が多く、その場にとても
居やすかったです。また、口調がとても優しかったので、怖い思いがなかったです。
・どの人も人当たりがよく、とてもやさしいと感じました。例えば、私がエレベーターを降りる時に、
我先にと行くのではなく、何気なく中で“開く"ボタンを押して待っていてくれました。また、 1
日目に外食した中華料理屋の庖員さんが片言ながらも日本語を使っていて、これがまさに“おもて i
なし"だなと思い、感動しました。給食の大盛りもそうで、ささいなことですが、台湾の人の人柄:
を感じ、印象に残りました。 ; 
3日間を通して，台湾の人々の優しさが生徒たちにとって
とても印象に残った様子がよくわかる。生徒たちがこのよう
な感想を持った背景には 2日目から通訳として同行してく
れた地元の大学院生との関わりがある口この通訳として関わ
ってくれた大学院生の人柄を通じ台湾の人々に対する好イ
メージが形成されたと考えられる。一方で，台湾には中国本
土から観光に訪れる中国人も多く，同じように中国語を話し
ながら， 5IJの印象を持つ体験もした。台湾の松山空港に到着
し，生徒たちが日本内を台湾ドルに交換している最中に，車
いすに乗っている生徒の頭越しに，到着後間もない中国人観
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光客十数人が両替を始め，生徒たちの両替は後回しにされてしまうということがあった。
大勢の中国人に囲まれ，両替を理不尽にも後回しにされた体験は，言葉が通じないもどかしさと
共に，障害者への無配慮、が強烈に感じられる体験ともなったようである。海外でのいろいろな体験
は，直接児童生徒たちの印象へと繋がっていくこと
になるが，児童生徒たちの理解が表面的・一面的に
ならないよう，我々教員が訪問先の国民性や社会の
様子を説明するなどし 術轍的に物事を捉える視点
を提示していくことが今後の海外訪問でも大切にな
ると考える。
以上のように，今回の台湾訪問は，最大の目的で
ある和美実験学校との国際交流協定締結に向けた準 写真8 和美実験学校集合写真
備・調整が優先され，本校生徒と和美実験学校生徒との交流は十分で、はなかった。次年度からは，
学校案内や教員同士の話し合いの時間を減らせるので，その分を生徒の交流時間に充てるとともに，
今回同様に異文化に直接触れる場面も設けながら国際交流活動を充実させていきたい。
(3)高等部生徒と筑波大学大学院教育研究科教員研修留学生との交流
平成27年11月 17 El，高等部生徒と筑波大学大学院教育研究科教員研修留学生との交流を，
総合的な学習の時間において実施した。留学生との交流は，今年度で 10年目となる。 26年度に
引き続き， I自由の文化や環境を見直すとともに，他国について調べ理解しようとすることで，様々
な人々が多様な環境のもとで文化を育んできたことを学び，視野を広げるj こと， I様々な手段で
意思疎通を図ろうとする体験を通して，言語の異なる他者とのコミュニケーションに対する積極性
を養う jことを目的とした学習を行った口今年度は，インドネシア，タイ，マレーシア，ブラジル，
ウズベキスタンの 5か国8名の留学生が本校を訪れた。留学生との交流の事前に行われた学習では，
「交流する桔手の国の基本的なことを知るJことを自的に，国際交流委員の生徒が下調べしたそれ
ぞれの国の基礎的な情報を全体で確認した。その後，グループ。に分かれて，交流する留学生につい
て聞いてみたい事柄を挙げた。また，英語での言い方や説明する際に必要であれば画像等の補足的
資料について確認し合った。
当日は，留学生との昼食会を行い，自己紹介をし合った。開会式では，層際交流委員が可会を担
当し，挨拶を英語で、行った。留学生からは，母国の言葉で挨拶して頂いたD その後，グルーフ。に分
かれて留学生から自由の紹介を写真や動画を交えながら説明して頂いた。特に伝統的な衣装や食事，
住まいについて日本では見られない様子が生徒の興味を引し1たようで、あった。また，他民族国家で
あるマレーシア，インドネシアでは互いの民族を尊重し，言葉や習慣も異なることを知り，日本食
が人気であるが高級であるなど新たな発見や驚きがあったようである。今回， 1人の留学生につき
3'"'-'4名の生徒で、グループ。に分かれたことで， 1つの閏の文化にじっくりと触れることができ，す
べての生徒が留学生に話しかけることができていたようである。
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写真9 留学生との交流①
(4)その他の取り組み
①グローバルマナー講座
写真10留学生との交流② 写真11 留学生との交流③
今年度は，本校小学部の場合「道徳j の時間に，本校中学部と高等部は「総合的な学習の時間J
にそれぞれ「グローバルマナー講座Jを実施したc 講師には元日本航空・客室乗務員責任者で3 現
在は筑波大学客員教授でもある江上いずみ先生を迎え，客室乗務員時代のさまざまなエピソードを
通して，海外の方と接する際の「おもてなしJの心とグローバルマナーについて学ぶ機会とした。
国際交流の充実に向けて，異国の文化や言語を学ぶこととともに，自国文化の良さを知ることは大
変重要である。児童生徒は，講演が終わるとすぐに友だちゃ教員に対して，習った通りに正しいお
辞儀をしながら礼儀正しい挨拶をしたり，ドアのノックを 3回たたいてから入室したりするように
なった。授業後の感想では，オリンピック・パラリンピックのボランティアには車いすの人も多い
という話にも勇気づけられ， r英語がうまくなりたしリ「世界で活躍したしリといった声が多く留か
れた。
②平成27年度本校生徒の活躍
0吉川琴美本校高等部 1年
• 7月 IPC(TheInternational Paralympic Committee) Athletics Grand Prix Final 2015 
イギリス・クイーンエリザベスオリンピックパーク 400m 第 7位
. 2月 2015-2016Athletics ACT Championships 
オーストラリア・スポーツ研究所トラック 100m' 200m ファイナリスト
陸上競技で、パラリンピックのリオデ、ジャネイロ大会，東京大会への出場を目指す。陸上競技のレ
ベルアップに留まらず，国際人としての成長を期待している。
0迫田拳本校高等部3年
9月 2015つくばグローバルサイエンスウィーク「オリンピック・パラリンピックムーブメン
トへの参画jディスカッションへの参加
東京オリンピック・パラリンピックにボランティアで参加したいこと，選手として出場を目指す
後輩を応援したいことなどを英語でスピーチした。
このように，校内外の様々な場面で，国際的な視野を広げようと意欲的になり，実際に行動を起
こしている生徒が増えている。来年度も引き続き，生徒の国際人としての可能性を伸ばせる機会を
提供していきたい。
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③児童・生徒の変容
平成27年度から新たに加わった国際交流活動である，台湾・国立和美実験学校訪問に参加した
高等部の生徒二人 (2年男子， 1年女子)について述べることとする。
男子生徒の方は，英語が好きで，本校中学部在籍時には韓国・セロム学校を訪問したことがあり，
もともと何事にも積極的に行動する生徒である。一方女子生徒は今回の台湾が初めての海外渡航
経験であり，普段から物静かな性格である。そのような 2人が今回の訪問後の自分たちの行動につ
いて，共通して『視野が広がったJと述べ，台湾やその他海外のニュースに興味を持って見るよう
になったようである。それ以外に，男子生徒は次のような視野の広がりを見せている。
-台湾をきっかけにして、日本以外の国をもっと知りたい、交流してみたい、という気持ちもよ i
り高まった。今回、パスのスロープが自動で出てくることにとても感動したので、他にも驚く ! 
ようなバリアフリーの例があるかを調べてみたい。
本校の留捺教育の目標の 1つで、ある「国際的視野で物事を捉えようとする姿勢jを身につけたこ
とがうかがえる感想であった。そして，女子生徒は， ~挑戦する事への勇気がとても出てきましたJ
と述べた。出発前は，怪我をしやすい自分の体のケアや海外に滞在することそのものに不安を覚え
ていたが，無事に帰って来られたことが何よりの自信につながった。それが，台湾訪問後に行われ
た留学生交流会につながり，勇気を出して積極的に留学生に話しかけたようである。「単語のみで
会話をつなげたり，簡単な文で話したり，リアクションや表情をいつもより大きくすることを工夫
したJと，台湾での経験を存分に生かしている。また，平成28年1月29日に校内で台湾交流報
告会を開いたときにも成長の姿が見られた。当日は男子生徒が職場実習で出られなかったため，一
人で報告することとなった。その上，授業 1コマ分の45分間という長い時間も乗り切った。これ
らは，本人にとって大きな自信につながったはずである。自分に自信を持つことは告己発信への意
欲につながる，国際交流を通して育てたい力の中で最も大切なものの 1つで、あるので，今回の台湾
交流は大きな成果となった。
④児童生徒の意欲を引き出すためのイングリッシュルーム活動について
ア活動報告
3名の外国人講師が，それぞれ小学部，中学部，高等部の各イングリッシュルームに待機し，児
童生徒のニーズに対応する形で実施している。昨年までの木・金曜Eに限らず，今年度は高等部を
対象に可能な範囲で;71<曜日の昼休みも加え，各学部平均して週2回になるように開設することがで
きた。高等部の生徒は普段，放課後は忙しく，イングリッシュノレームにはなかなか参加できないで
いるので，この時間の設定は好評を得ており，多くの生徒が参加している。
活動の内容や進め方は各担当者に任せているので様々である。
小学部で、は，歌やゲームを通してコミュニケーションをとるために必要な単語(食べ物，動物，
色，数，曜日，天気，体の部位など)や表現(挨拶，自己紹介，好きなもの，電話での表現，でき
ることなど)に慣れ親しんでいる。また，ハロウィンやクリスマスの時季にはパーティーの雰囲気
で、保護者も交えて賑やかに行っているD
中学部では，生徒が主体的に参加できるように，適宜どのようなことを学びたし1かを生徒に聞き
ながら活動内容を計画している。生徒が普段の授業でわからないことや気になっている表現などを
取り上げて，普段の授業とは違う楽しい雰囲気で英会話を楽しんでいる。
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高等部では，日本語(外来語)と英語の違いや文化の違いを紹介することで生徒の興味・関心の
幅を広げている。生徒は毎回，新鮮で興味深い知識を吸収しながら英会話を楽しんでいる。
どの学部においても，児童生徒はイングリツシュルームを楽しんでおり，積極的に活動に取り組
んでいる。そして，英語力だけでなく，コミュニケーションをとろうとする態度や表現しようとす
る意欲を高めている。イングリッシュルームは，本校の国際教育活動を支える大きな役割を果たし
ている。
写真 12 小学部の様子 写真 13 中学部の様子 写真 14 高等部の様子
イ 児童生徒の感想、
・最初にビーゴ(オンライン英語教材)を習って，イングリッシュルームに出てたくさん英語を
勉強して，もっと英語を話せるようになった。(小5)
・雰囲気が明るく，楽しい。日常で英語(単語)がパッと思い浮かぶことが多くなった。(小6)
・日常生活で自然に英語が出ることがある。(小6)
-先生が面白くて楽しい。(小6)
・英語が好きになったし，英語が上手になった。(小6)
・気軽に先生に質問ができる。ゲームが楽しい。発音がわかりやすい，ゆっくりしゃべってくれ
るから。(小6)
-英会話，単語の知識が高まった。(中 1) 
・相手の言っていることが理解できたり，自分の話したことが伝わったりした時に，達成感のよ
うなものがある。(中 2)
-後輩と交流できるので楽しいです。(中 2)
・給食で外国のお客様がいらした時，使える言葉を教わっていたので，以前と比べて話すことが
できた。(中 2)
・英語の授業で勉強した単語や文法を使って，会話をしてその言葉が通じた時に，自分に自信を
持つようになれる。(高 1) 
・会話をする中で出てこなかった単語や言い回しなどを，その場ですぐに学ぶことができる。(高
1 ) 
・海外のニュースやアニメ， ドラマなどに注自する機会が増えたように感じます。また，以前よ
りも英語を使って会話をすることに抵抗がなくなりました。そして，参加するごとにリスニン
グカが上がっているように感じましたo (高 1) 
・イングリッシュルームに参加する前よりも英語が好きになりました。英語だけでなく，他の授
業でも fうまく伝わるかわからないけどとりあえず自分の言葉で発言してみよう。Jと思える
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ようになりました。(高 1) 
-授業とはまた違った， 自常会話を体験できるとても貴重な場だと思います。(高 1) 
・白分の身近な話題から話が広がったり，知らない単語が学べる。(高 2)
・国際交流や留学生とのコミュニケーションに役立つた。(高 2)
・私の知識にはない事や応用の仕方などが学べてとても面白いです。(高 2)
・知らない，海外の異なる価値観が学べる。(高 3)
ウ イングリッシュルーム活動のまとめ
児童生徒は，一様にイングリッシュルームは楽しいと口をそろえて言う。楽しいだけでなく，英
語が上達している実感もあるようである。普段の英語の授業や国際交流活動の場面でも，イングリ
ッシュルームで学んだことを活用している様子も見られる。イングリッシュルームで、は，人とコミ
ュニケーションを図る態度と，その手段である英語の2つが育っている。
ただし，アンケートに書かれた感想には課題となるものも少なくはないので，各外国人講師とも
連絡を密にしながら改善を図り，他の国際教育活動にもつなげたい。
41 
